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現在の地球上には、大型類人猿（ホミノイド）は、アフリカのゴリラとチンパンジー、そして

東南アジアのオランウータンの３属しか生息していない。特に、アジアでは化石種の数も非常に

少なく、５属しか確認されていない。即ち、トルコのアンカラピテクス Ankarapithecus、南アジ

アのシバピテクス Sivapithecus、中国南部のルーフォンピテクス LufengpithecusとGigantopithecus、
そして東南アジアのコラートピテクス Khoratpithecus である。これらのアジア産の大型ホミノイ

ドは、モザイク的ではあるが現生オランウータンと何らかの類似性を示すことから、全てオラン

ウータン亜科に含まれ、アジアの化石ホミノイドは、複雑な進化史を経て現生オランウータンの

みが生き残ってきたのだと考えられてきた。 
本研究では、東南アジア大陸部に位置するミャンマー中部のテビンガン地域から見つかった

後期中新世初頭（約 900〜850 万年前）のホミノイド化石の解析を行い、その形態的特徴と系統

的位置について検討した。テビンガンのホミノイド化石は、現生のメスのオランウータン程度の

大きさの「中型ホミノイド」と、現生のオスのゴリラ程度の大きさの「大型ホミノイド」に分類

される。前者は、テビンガンの隣接地域の同年代の地層から見つかっていたコラートピテクスと

は明らかに違っており、どちらかというと南アジアのシバピテクスに近縁で、系統的にはオラン

ウータン亜科に含まれる。一方、後者は上腕骨遠位端の化石しか見つかっていないのであるが、

現生のオランウータンに見られる派生的な特徴が一切確認されず、オランウータン亜科には含

まれないことが判明した。その巨大なサイズを加味すると、テビンガンの大型ホミノイドは史上

最大の霊長類であるギガントピテクスの系統に属する原始的なホミノイドである可能性が高い。 
ヒトの祖先を産みだしたホミノイドは、前期中新世にアフリカ大陸で起源したと考えられて

いる。テビンガンの「大型ホミノイド」は、アフリカ大陸に生息していた原始的な初期ホミノイ

ドが中期中新世までにアフリカ大陸からユーラシア大陸に進出し、その分布域を東南アジア地

域まで拡散させて巨大なギガントピテクスに進化したと考えられる。一方、現生のオランウータ

ンにつながる系統は、こういったギガントピテクス類とは別にアジア大陸に進出し、現生のオラ

ンウータンへと進化したのだろう。中国南部の広西壮族自治区の洞窟堆積物は、ギガントピテク

スとオランウータンの化石が共産することが知られているが、中期更新世末に両者の運命が別

れてしまい、前者のみが絶滅してしまったと考えられる。  
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